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成果をまとめたもので、 3 編、 7 章からなっている。
第 1 章は序論であり、気体レーザの雑音に関して従来までに行なわれた研究の経緯を述べるととも
に、未解決の問題を指摘して本論文の意義を明らかにしている。












て押えて18d B の抑圧効果を得、相殺法で、は単一の共振器の中に 2 本の既製のレーザ放電管を配置し





第 5 章はAr+ レーザの放電電流雑音について調べたものであり、 1 ~10 kHzの周波数領域に陽極振
動による雑音が発生しやすいことを指摘している。そしてこの雑音は陽極を細管の端に近接して配置
することによって抑圧できることを実証しているのさらに電流変動がレーザ出力の変動に変換される
場合の周波数特性を中性の Arの準安定準位を経由した 2 段階励起機構をもとにして計算し、実験結
果とほぼ一致する結果を得ている。













モード以一上で、のみ大きい雑音の発生がみられることを見だし、これを 3 次の非練型を考慮、した Lamb
の理論から説明している。
(ii) He-Ne レーザの移動縞による電流変調のための雑音を抑制するために移動縞の発生条件を検討
し(a)負帰還法による電流変動の抑制(b)分割形低雑音放電管の開発などによって移動縞による雑音を
抑圧することに成功した。
(i) Arイオンレーザの放電電流雑音が陽極振動が原因であることを明らかにし、陽極の位置に工夫を
加えることによってこれを抑圧することができた。またこの雑音の周波数特性を準安定準位を経由
する 2 段階励起機構によって説明している。
以上のように本論文は気体レーザの雑音の本質を放電工学的に究明し、新しい抑圧法を開発した結
果をのべており、その成果は低雑音レーザの開発などを通じてレーザ工学に重大な貢献を与えるもの
であり博士論文として価値あるものと認める。
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